
海上空港のある花と史跡、のまち

市政だより

昭和59年 1月1日 Nu991量三三

ー人口の動き
(前月比〉

人口計 68， 573 + 98 

男 33，021 + 44 

女 35，552 + 54 

世帯数 20， 203 + 45 

12月4日現在
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行
財
政
確
立
の
年

ら

大
村
市
長

むおお川:山川

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す。皆

様
に
は
、
ま
す
ま
す
ご
健
勝
に

て
、
輝
か
し
い
新
春
を
お
迎
え
の
こ

と
と
心
か
ら
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
は
、
皆
様
の
あ
た
た
か
い
ご

英

信
任
を
い
た
だ
き
再
び
市
政
を
担
当

い
た
し
ま
し
た
が
、
常
に
清
潔
で
公

平
な
市
政
の
運
営
を
基
本
理
念
と
し

山
積
み
す
る
課
題
に
全
力
で
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。

特
に
、
応
用
様
の
英
知
と
活
力
を
結

集
し
、
幻
世
紀
に
向
け
て
力
強
く
羽

ば
た
く
指
針
と
な
る
基
本
構
想
を
策

定

ι、
住
み
よ
い
豊
か
な
ま
ち

c

つ
く

り
の
た
め
の
諸
施
策
を
限
ら
れ
た
財

源
の
中
で
重
点
的
に
実
施
し
て
ま
い

り
ま
し
た
。

一
方
、
県
央
交
通
拠
点
都
市
と
し

戸

島

で
の
交
通
網
整
備
に

つ
い
て
は
、
厳

し
い
財
政
環
境
の
中
で
着
実
に
整
備

さ
れ
、
未
来
都
市
大
村
に
向
け
て
大

き
な
展
望
が
聞
か
れ
て
い
ま
す
。
そ

れ
は
テ
ク
ノ
ポ
リ
ス
構
想
で
あ
り
、

情
報
都
市
セ
ン
タ
ー
、

日

官
長
業
交

流
都
市
、
環
大
村
湾
都
市
構
想
で
す
。

そ
の
た
め
に
は
、
水
資
源
開
発
、

交
通
網
整
備
、
地
元
ふ
長
未
に
関
連
す

る
臨
空
型
企
業
の
誘
致
、
教
育
施
設

の
充
実
、
不
燃
物
の
処
理
な
ど
の
重

要
課
題
に
積
極
的
に
取
り
組
ま
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

地
方
自
治
体
の
現
状
は
こ
と
の
ほ

か
厳
し
く
、
行
政
需
要
の
多
様
化
、

財
源
の
確
保
、
人
口
構
成
の
高
齢
化

な
ど
、
戦
後
初
数
年
を
経
過
し
た
今

目
、
行
財
政
全
般
に
わ
た
る
改
革
の

時
期
に
直
面
し
て
い
ま
す
。

と
り
わ
け
大
村
市
に
お
い
て
は
、

昨
年
か
ら
ボ

l
卜
事
業
収
入
が
極
度

に
落
ち
込
み
財
政
事
情
は
厳
し
い
情

勢
が
続
く
こ
と
は
必
至
で
あ
り
、
非

常
事
態
と
な
っ
て
い
ま
す
。

今
年
は
、
皆
様
の
参
/
加
を
い
た
だ

い
て
長
期
的
財
政
計
画
弁
『
確
立
し、

徹
底
し
た
行
財
政
の
見
直
し
を
行
い
、

行
政
水
準
の
向
上
に
耐
え
得
る
体
質

弁
」
造
形
す
る
こ
と
が
急
務
で
す
。

ど
う
か
、
市
政
の
現
状
を
ご
理
解

い
た
だ
き
、
一
層
の
ご
支
援

・
ご
協

力
を
お
願
い
し
、
皆
様
の
ご
多
幸
を

祈
念
い
た
し
ま
し
て
ご
あ
い
さ
つ
と

い
た
し
ま
す
。

市
民
生
活
の
安
定
向
上
を
目
指
し
て

勢

春

大
村
市
議
会
議
長

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。皆

棟
に
は
、
日
頃
か
ら
市
政
に
対

す
る
暖
か
い
ご
理
解
と
絶
大
な
ご
協

戸

利

力
を
賜
わ
り
、
厚
く
御
礼
申
し
上
げ

ま
す
。

お
陰
を
も
ち
ま
し
て
、
昨
年
も
着

実
に
発
展
へ
の
基
盤
を
固
め
て
ま
い

り
ま
し
た
が
、
こ
こ
に
新
年
を
迎
え

大
村
市
の一

段
の
躍
進
を
期
し
て
、

清
新
の
気
が
み
な
、
ぎ
る
の
を
覚
え
ま

す
。し

か
し
な
が
ら
大
村
市
を
と
り
ま

く
諸
情
勢
は
、
長
期
化
す
る
経
済
不

況
に
よ
り
市
民
生
活
は
多
大
の
影
響

r 

¥ 

を
受
け
、
行
政
需
要
は
そ
の
旦
一
塁
・質
と

も
に
ま
す
ま
す
複
雑
多
様
化
す
る
な

ど
、
ま
こ
と
に
厳
し
い
も
の
が
あ
り

ま
す
。私

ど
も
議
決
機
関
と
い
た
し
ま
し

で
は
、

一
日
も
早
い
景
気
回
復
を
図

る
と
と
も
に
、
市
民
生
活
の
安
定
向

上
を
図
る
た
め
、
今
後
、
更
に
創
意

工
夫
を
重
ね
、
市
民
皆
様
方
の
ご
期

待
に
応
え
る
よ
う
決
意
を
新
た
に
し

て
、
郷
土
大
村
の
発
展
に
つ
な
が
る

重
要
な
諸
問
題
に
対
し
、
全
力
を
傾

注
し
て
努
力
し
て
ま
い
り
た
い
と
思

い
ま
す
。

ど
う
か
、
本
年
も
相
変
ら
ぬ
ご
支

援
、
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
心
か

ら
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

年
頭
に
あ
た
り
、
皆
様
の
ご
健
勝

と
ご
多
幸
を
祈
念
し
て
、
新
年
の
ご

あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

〆

¥ー

おめでとう20歳ゆム母、与§ち
q月158(8)午前10時30分 〈受付 開始:午 前 10時〉市民会館

対象となる人 :昭和38年 4月 2日~昭和39年 4月 1日生 まれの人

内容 :式典、 新成人の主張

記念講演「男の生きざまとそのドラマ ー 勝負に生命 を燃やす男たちj

NHKスポーツアナウンサ 羽佐間 正雄 先生

ご協力下さい)

問合せ先 :社会教育課

下水道 (工事中ご迷惑をおかけしますが、熱意が伸ばす※住む人の



成
人
会
印
ヤ
え
ら
れ
た
皆
さ
ん
お
め

で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
初
歳
に
な
る

と
選
挙
権
存
殆
め
多
く
の
権
利
と
義

務
が
生
ま
れ
ま
す
が
、
国
民
年
会
単
に

加
入
す
る
の
も
そ
の
一
つ
で
す
。

は
た
ち
に
な
っ
と
ば
か
り
な
の
に
、

年
金
の
話
な
ん
て
と
思
う
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。

し
か
し
、
年
会
ヰ
は
お
年
』
寄
り
だ
け

の
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
実
際
に

病
気
や
ケ
ガ
で
体
、
が
不
自
由
に
な
っ

た
時
に
は
障
害
年
金
が
、
夫
に
死
な

れ
て
未
亡
人
と
な
り
四
歳
未
満
の
子

供
と
暮
し
て
い
る
妻
に
は
、
母
子
年

金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、
掛
け
た
保
険
料
は
、
職
場

が
変
っ
て
厚
生
年
金
や
共
済
組
合
な

ら ;川 口 山口 山口 山 口口 市川 口山口!日:山山山口山川昭和59年 1月I白 山 山川
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-"20歳を記念して加入しよう~

貴 島愛参議

ど
に
加
入
さ
れ
て
も
、
期
間
的
に
通

算
さ
れ
ど
ち
ら
の
制
度
か
ら
も
掛
け

P

た
月
数
な
ど

(
l
年
以
上
必
要
)
に

や
し
て
、
将
来
老
齢
年
金
か
通
昇
老

齢
年
会
半
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

万

一
の
と
き
の
た
め
、
そ
し
て
自

分
の
将
来
の
た
め
に
、
成
人
を
記
念

し
て
、
さ
っ
そ
く
加
入
し
ま
し
ょ
う
。

。
国
民
年
金
に
加
入
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
人
i
l次
の
人
は
必
ず
加
入

P
J

T
ν
fl
i
-
-kd 

一γ)

竪
平八
ハ
叱

ブ

一

-

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん。安
長
業
・
漁
業
・
商
業

な
ど
の
自
営
業
や
、

自
由
業
に
つ
い
て
い

る
人
。

@
伍
業
員
4
人
以
下
の

会
社
に
勤
め
て
い
る

人
と
、
そ
の
家
族

③
現
在
、
無
職
の
人

。
希
望
す
れ
ば
国
民
年

金
に
加
入
で
き
る
人

次
の
人
は
、
希
望
す
れ

ば
加
入
で
き
き
ま
す
。

①
い
わ
ゆ
る
サ
ラ
リ
ー

マ
ン
の
奥
さ
ん

⑦
昼
間
部
の
大
学
生

加
入
の
手
続
き
は
、

市
役
所
(
市
民
課
)
ま
た
は
、
近
く

の
出
張
所
で
行
っ
て
い
ま
す

な
お
、
詳
し
い
こ
と
は
保
険
年
金

課
年
金
係
へ
お
問
合
せ
下
さ
い
。

年ろ険 3が成国臨時五罰銘力。
60保制審が者人下比民 T、の人 度年 1 歳の

震警警警2i手Y男a寝守会史自詰GC以主
連子加、zの。人通年険ま国者民入か ァ上 U
長zci品寝 ぎ2背自主歯与震EZぶ?ゼ
ヱ突て問 、 。 まミミし
片足職国民健康保険 す U て

j は…いまーその1一議zこ 3
開時計 十工藤竺Aァ泊三日会;!23
3せま証協数ま r:.. 0 50-59医参議 、 絞ぶiIGiJ すっし対在肇
矢先す明会料で lf ~) 40-49擦黍黍委 λ;必添 71 たて象で足自
ミ 。書 t:のに ~I Q ト 39援態ミ妻、川 γE ち(l) とはし言

2芥4琵 一 λ是与嗣 日 20ト-29譲套黍雲奏喜 ミ 七どムψ~よ泌心~ゾ三J乳↑f3γirt三;二';11 り E民寺す 丈 莱

主逼 付厄部表 4斗-5旦己一 ~ト川lぼ9 緩逗瀦翠 E総5以二シ涼以主灼山、寸込J沈む{ト:』 に格る虫国の

2詩;引 Zrr皐 !十十0ト-9幣宵幣黙3……Ji一……J4叩U…J口UげJ5叩」0zrr叩叩r川?ご忠r川;;ご円0r乃山t廿t
会 一 人 円書
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⑧
 

を
表
彰
し
ま
す

申
請
資
格
免
許
取
得
後
、
継
続
し

て
自
動
車

(
原
付
、
小
特
を
含
む
)

の
運
転
に
従
事
し
、
無
事
故
、
無

違
反
(
反
則
行
為
後
3
年
を
経
過

し
て
い
る
人
は
資
格
あ
り
)
の
人

申
請
書
提
出
期
限

2
月
日
日
制

提
出
書
類
表
彰
上
申
書
、
運
転
記

録
証
明
書
(
自
動
車
安
全
運
転
セ

ン
タ
ー
発
行
の
も
の
)
な
お
、
2

表
彰
区
分

県
表
彰
免
許
取
得
後
2
月
末
現

在
で
、
初
年
以
上
、
お
年
以
上
で

同
年
以
上
の
市
表
彰
を
受
け
て
い

る
人
(
普
通
免
許
以
上
)

市
表
彰
免
許
取
得
後
2
月
末
現

在
で
叩
年
・
日
年
・
初
年
・
お
年

以
上
の
人
(
免
許
の
種
類
は
聞
い

ま
せ
ん
。)

汚染なしみんなが使えば※粉石けん
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みんなで楽しく年忘れ(% 老人福祉センターさくら荘〉 企
恒例のお年寄り年忘れ演芸大会が開かれました。
寿々木松子さんc(西本町).のご怒意で舞台幕も整い¥「こ
げんよか舞台になっ疋けん、うれしかですね」と、参加し j

だお年寄りも喜んでいまし疋。

避難誘導もパッチリです(% 市立病院) ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・砂

深夜¥ 3階湯わかし室から出火という想定で消防訓練を実
施。動けない患者の避難輔送など行い、 見学をしてい疋入
院患者さんも「これなら、万一の時も安J山できます」と、話
していました。

、、

タ
コ
あ
げ
の

U
1ズ
ン
で
す
。

お
父
さ
ん
、
お
母
さ
ん
へ
お
願

電
線
の
近
く
で
は
、
タ
コ
を
絶

対
あ
げ
な
い
よ
う
に
子
供
さ
ん
へ

ご
注
意
下
さ
い
。

も
し
タ
コ
が
電
線
に
ひ
っ
か
か

っ
た
ら
、
危
険
で
す
か
ら
自
分
で

と
ら
ず
、
九
電
大
村
営
業
所
(
宮

②
2
1
7
1
)
へ
ご
連
絡
下
さ
い
。

手話で敬った“お正月 (% コミュ二ティセンター〉
大村手話サークルガ発足5周年を記会して g手話のつどい"企
を開催。手話弁論、見る漫オ、手話劇「ねずみのすもう」
など日頃の成果を披露し多勢の人の拍手を受けましだ。
手話サークルは自週水曜日、午後6時から福祉センターでJ
手話の練習などを行っています。みなさんも参加してはい
かがですか。

多くの人たちに称賛をあびていた、高見米一先生著

の郷土読本か大村物語。が、大村文芸協会で監修復刊

されました。

領価:3.0 0 0円

問合せ先 :大村文芸協会出版事務局 (ft③31 5 5) 

( 1 月 14 日 ~ 17 日、 コミュニティセンター)※長崎県高校書道展「高書展」
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中
地
区
公
民
館

宮
③
1
3
ワ
6

明
日
の
親
の

た
め
の
教
室

こ
れ
か
ら
親
と
な
る
人
の
た
め
の

教
室
で
、
家
族
や
子
ど
も
の
問
題
を

学
習
し
て
い
き
ま
す
。

期
間

1
月

μ
日

ω13月
日
日

ω

毎
週
火
曜
日

時
間

午
後
7
時

1
9時
初
分

場

所

中

地

区
公
民
館

内
容

o
新
し
い
家
族
の
人
間
関
係
、

0

こ
れ
か
ら
の
生
活
設
計

0
0
才
児
か
ら
の
出
発

o
子
ど
も
の
成
長
と
発
達
ほ
か

講
師

水
田
善
次
郎
先
生
(
長
大
教

育
学
部
教
授
)

松
浦
勲
先
生
(
長
大
教
育
学
部

助
教
授
)

ほ

か

対
象
・
定
員

新
婚
の
人
、
妊
娠
中

の
人
、
ま
も
な
く
結
婚
す
る
人
な

ど
男
女
犯
人

受
付
開
始

1
月
5
日
制

おお市政だより(5) 

定
員
に
な
り
次
第
、
締
切
り
ま
す
。

申
込
方
法

電
話
ま
た
は
直
接
、
中

地
区
公
民
館
へ

れ
い引
が

翠
品

全
国
実
業
団

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
選
抜

男
女
リ
ー
グ
大
会

日
時

1
月
お
日
出

午
後
1
時
初
八万
(正
午
開
館
)

場
所

市
民
体
育
館

組
合
せ

(
女
子
)

石
川
島
播
磨
呉
l
倉
紡
倉
敷

(
男
子
)

帝
人
一二
原
|
旭
化
成
旭
陽
会

入
場
整
理
前
売
券

(
)
は
当
日

一
般
1
1
0
0
0
円

(1
5
0
0
円
)

高
校
生
1
6
0
0
円

(
8
0
0
円
)

小

・
中
学
生
1
4
0
0
円

(
6
0
0
円
)

前
売
券
発
売
所

市
内
各
ス
ポ
ー
ツ
庖
お
よ
び
バ
レ

ー
ボ
ー
ル
協
会
会
員

問
合
せ
先

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
協
会

(包
⑤
8
3
1
8
郡
中

・
森
永
)

第
6
田
市
民
駅
伝
大
会

出

場

者

募

集

期
日

2
月
日
日
(
土

・
祭
日
)

コ
ー
ス

入
国
者
収
容
所
周
辺

参
加
資
格

o
市
内
に
住
ん
で
い
る
人

0

駅
伝
は
団
体

・
職
場
・
地
域
・

学
校
で
編
成
し
て
下
さ
い
。

種
目
内
訳

軽
信

(5
区
間
)

0

一
般
A

(職
場

-T
字
生
)

O

一
般
B

(自
衛
隊
・
高
校
生

・

大
学
生
)

ロ
ー
ド
レ
ー
ス

o
小
学
生

(1
1
6
年
生
学
年
・

男
女
別
)
2
同

0
中
学
生
(
男
女
別
)
3
M

o
一
般
女
子

3
M

参
加
料

(
保
険
料
を
含
み
ま
す
)

駅
伝
1
1
チ
ー
ム

2
0
0
0
円

ロ
ー
ド
レ
ー
ス

i
l
人
2
0
0
円

※
申
込
み
と
同
時
に
受
付
け
ま
す
。

申
込
方
法

o
所
定
の
用
紙

(体
育
課

に
あ
り
ま
す
)
で
、
体
育
課
へ
申

し
込
ん
で
下
さ

い
。

0
小

・
中
学
生
は、

学
校
を
通
じ
て

申
し
込
ん
で
下
さ
い
。

申
込
期
限

1
月
紅
白
例

間
合
せ
先

陸
上
競
技
協
会
(
宮
④

3
1
0
0
清
掃
セ
ン
タ
ー
-
御
厨
、

宮
②
2
6
1
1
ろ

2
字
校

・
奥
村
)

内

0
9
3

領
制
悩
命
。
窓
会
du⑧

一

;
地
域
に
根
ざ
し
た

一

手
話
活
動
を
目
指
す

i

m

手
話
通
訳
相
談
員

何

耳

や
こ
と
は
の
不
自
由
な
人

は

と

い

う
も
の
が
、
こ
ん
な
に
ま
で

∞
日
常
生
活
の
中
で
大
変
不
便

な

こ

人

の
心
に
は
い
っ
て
い
け
る
な
ん

日
と
が
あ
り
ま
す
。

て
・
:」
と
感
激
し
た
の
が
、
手
話

時

そ
ん
な
人
た
ち
の
、
社
会
生
活
存
続
け
る
き
っ
か
け
に
な

っ
た
と

日
や
家
庭
生
活
に
お
け
る
コ
ミ

ュ
ニ

言
う
。

時

ケ
l
シ
ョ
ン
を
円
滑
に
す
る
た
め

こ
れ
ま
で
、
就
学
児
童
の
身
体

時
関
係
機
関
へ
の
伝
達
、
仲
介
お
よ

検
査
や
車
の
免
許
を
取
る
と
き
の

特
び
相
談
を
福
祉
課
で
毎
日
受
け
て

適
正
検
査
に
同
行
し
た
り
、
い
ろ

日
い
る
の
が
子
話
通
訳
相
談
員
で
す
。
ん
な
会
合
の
手
話
通
訳
な
ど
を
や

v

彼
女
の
名
前
は
、
田
川
寿
子
さ
つ
で
き
た
が
、

一
つ
の
動
作
で
も

ん
。

「
名
前
は
、
と
し
こ
っ
て
読
意
味
が
た
く
さ
ん
あ
る
の
で
、
文

む
ん
で
す
よ
」
と
手
話
を
交
え
て
(
文
章
)
の
流
れ
に
よ
っ
て
ど
う
表

話
し
始
め
、
学
生
時
代
、
全
国
身
現
す
る
の
か
判
断
が
む
つ
か
し
い

障
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
で
ボ
ラ
ン
テ
と
か
。

ィ
ア
通
訳
を
し
た
と
き
「
手
話
と
「
こ
れ
か
ら
は
、
障
害
者
の
周

園

り
の
人
た
ち
が

.

日

A

吊
会
話
の
簡

圃

単

な

手

話

が

で

圃

き

る

よ

う

な

、

園

地
域
に
根
ざ
し

唱団

た
活
動
を
や
り

一

た
い
」
と
、
新
春

一

の
抱
負
を
語
る

一

田
川
さ
ん
。

一

そ
し
て
、
初

夢
J

は
司
品
久
い
ザ
化

嫁
さ
お
:
:
・。

福祉セ ンター)午後 1 時 1 時~ 3 時( 1月21日∞※耳と二とばの相談日
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b むおお市政だより

消

防

出

初

式

期
日

1
月
8
日
間

式

典

時

同

午
前
9
時

場
所

補
助
グ
ラ
ン
ド

(
雨
天
の
時
)
市
民
会
館

市

中

華

車
両

午
前
日
時
日
分
出
発

補
助
グ
ラ
ン
ド

1
国
道
1
パ
ス

タ
ー
ミ
ナ
ル

1
消
防
署

(
雨
天
の
時
)
市
民
会
館
1
片
町

""..""，，，，，...，，，，...，山コ:昭和59年 1月 1

若
干
名

ー
大
村
公
園
前
1
国
道
1
消
防

署
徒
歩

午
前
日
時
叩
分
出
発

玖
島
郵
便
局
1
ア
ー
ケ
ー
ド
ー

パ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル

1
消
防
署

(
雨
天
の
時
)
市
民
会
館
1
ア
ー

ケ
ー
ド
1
消
防
署

放
水
演
習

時
間

午
前
日
時
初
分

場
所

大
上
戸
川
(
消
防
署
横
)

千
綿
女
子
高
等
農
学
園

生

徒

募

集

資
格

中
学
を
一
釜
来
し
た
人
お
よ
び

宰
辛
否
ヰ
L
み
の
人

定
員

お
人

修
業
年
限

2
年

応
募
方
法

各
中
学
校
で
と
り
ま
と
め
て
申
し

人
事
課
人
事
係

J 
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孟円工旦 蕗 目 路と
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意科大 亡 ラ_. 
全‘ー
星宴会型書二目令 書.
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込
ん
で
下
さ
い

願
書
受
付

2
月
刊
日
幽
l
m
日
間

試
験

3
月
2
日
幽

千
綿
女
子
高
等
農
学
園
(
東
彼
杵

町
)

問
合
せ
先

農
業
改
良
普
及
所
(
宮
⑤
8
0
1

0
)、
千
綿
女
子
高
等
農
学
園

(宮

東
彼
杵
⑦

0
2
3
0
)

県
立
大
村
高
校
定
時
制

生

徒

募

集

昼
間
働
く
人
の
た
め
に
聞
か
れ
た

夜
間
高
校
で
、
卒
業
証
書
資
格
は
全

日
制
と
同
じ
で
す
。

修
業
年
限

4
年

募
集
人
員

ω人
(
予
定
)

受
験
資
格

中
学
を
卒
業
(
見
込
み

を
含
む
)
し
た
人
で
年
齢
・
性
別

は
問
い
ま
せ
ん

受
験
申
込

2
月
刊
日
也
l
η
日
制

正
午
ま
で
に
、
出
身
中
学
校
を
経

て
申
し
込
ん
で
下
さ
い

試
験

3
月
ロ
日
開
l
u
日
例

合
格
発
表

3
月
四
日
刊

特
典

o
教
科
書
無
償
配
布

。
無
料
給
食
(
パ
ン

・
牛
乳
)

O
修
学
奨
励
金
貸
与
(
月
7
0
0
0

円
、
卒
業
者
は
返
還
免
除
)
ほ
か

問
合
せ
先

大
村
高
校
(
宮
②
2
8

0
2
)、
各
中
学
校

C 

電唱告古宮~

⑮ 
1ム⑩
32⑧ 
号工⑧
す

B
B司向
3
3
3
b
a守

職
種

土
木

受
付
期
間

受
験
資
格

性
別
は
聞
い
ま
せ
ん
が

1
月
9
日
間
1
2
月
2
日
附

学
校
教
育
法
に
よ
る
高
校
卒
業
程

一
次
試
験

2
月
初
日
叩

度
の
学
力
を
有
し
、
昭
和
幻
年
4

申
込
方
法

所
定
の
申
込
用
紙
(
人

月
2
日
1
引
年
4
月
1
日
生
ま

れ

事

課

に

あ

り

ま

す

)

で

応
募
し
て

の

人

下

さ

い

採
用
条
件

市
内
に
住
ん
で
い
る
人

申
込
・
問
合
せ
先

ま
た
は
採
用
後
、
市
内
に
居
住
で

き
る
人

採
用
予
定
人
員

償
却
資
産
を
所
有
し
て
い
る
人
は

法
人

・
個
人
の
別
な
く
、
毎
年
1
月

1
日
現
在
で
、
所
有
状
況
な
ど
存
γ

申

告
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

償
却
資
産
と
は
、
土
地
お
よ
び
家

屋
以
外
の
資
産
の
う
ち
、
事
業
に
使

用
す
る
こ
と
が
で
き
る
資
産
で
、
そ

の
減
価
償
却
費
が
所
得
税
や
法
人
税

の
必
要
経
費
ま
た
は
損
金
に
算
入
さ

れ
る
資
産
で
す
。

な
お
、
自
分
で
使
用
し
て
い
る
も

の
ば
か
り
で
な
く
も
ほ
か
の
人
に
貸

し
て
い
る
資
産
も
含
み
ま
す
。

Eロ
す
る
必
要
が
あ
る
資
産

0

構
築
物
〈
煙
突
、
貯
水
池
、
舗
装

路
面
、
内
装
工
事
、
土
地
に
定
着

し
た
土
木
設
備
な
ど
)

。
機
械
お
よ
び
装
置

O
船
舶
会
合
船
、
貨
物
船
な
ど
)

O
航
空
機

O
車
両
お
よ
び
運
搬
具
(
構
内
運
搬

車
、
特
殊
自
動
車
な
ど
)

O
工
具
お
よ
び
備
品

-Eロ
期
限

1
月
幻
日

ω

申
告
・
問
合
せ
先

税
務
課
固
定
資
産
税
係

※
昨
年
、
申
告
を
し
た
人
は
回
年
中

の
増
減
の
み
で
結
構
で
す
。

申
告
書
は
税
務
課
に
あ
り
ま
す
。

(新春特選レース 2日-7日、 13日-17日、 21日-24日)※ 1月の大村ボート
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